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『サイラス・ラパムの出世』（The Rise of 
Silas Lapham）や『デーヴィッド・レヴィン
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＊原著は Terry A. Cooney, The Rise of the New 
York Intellectuals: Partisan Review and Its 
Circle （The University of Wisconsin Press, 
Wisconsin, 1986）である。全10章のうち，今
後，「ニューヨーク知識人とアメリカ文学」に
関する部分を抜粋して翻訳する予定である。
